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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年4月2日(2020.4.2)

【公開番号】特開2018-143395(P2018-143395A)
【公開日】平成30年9月20日(2018.9.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-036
【出願番号】特願2017-40014(P2017-40014)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月20日(2020.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を変動表示する識別情報表示手段と、
　前記識別情報の変動表示の表示結果が特定表示結果となったことに基づいて所定の特別
遊技を実行可能な特別遊技実行手段と、
　所定の画像を表示する画像表示手段と、
　前記画像表示手段における画像の表示を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記画像として、前記識別情報の変動表示に合わせて行われる変動演出を構成する変動
演出画像と、前記識別情報の変動表示の表示結果に関連する予告演出を構成する予告画像
と、を有し、
　前記予告画像は、第１画像と第２画像とを重ねて構成され、
　前記第２画像は、前記第１画像のうち所定部位を非表示とする第１領域と、前記第１画
像のうち前記所定部位以外の部位を表示対象とする第２領域と、を有し、
　前記表示制御手段は、前記画像表示手段にて前記変動演出画像と前記予告画像とによる
演出表示を実行する場合、前記変動演出画像の手前側に前記予告画像を配置して、前記変
動演出画像のうち前記第２領域と重なる部位および前記第１画像のうち前記所定部位を視
認不能とし、前記変動演出画像のうち前記第１領域と重なる部位および前記第１画像のう
ち前記所定部位以外の部位を視認可能に表示する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前述の課題を解決するために、本発明は以下の構成を採用した。
　すなわち、本発明の遊技機は、
　識別情報を変動表示する識別情報表示手段と、
　前記識別情報の変動表示の表示結果が特定表示結果となったことに基づいて所定の特別
遊技を実行可能な特別遊技実行手段と、
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　所定の画像を表示する画像表示手段と、
　前記画像表示手段における画像の表示を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記画像として、前記識別情報の変動表示に合わせて行われる変動演出を構成する変動
演出画像と、前記識別情報の変動表示の表示結果に関連する予告演出を構成する予告画像
と、を有し、
　前記予告画像は、第１画像と第２画像とを重ねて構成され、
　前記第２画像は、前記第１画像のうち所定部位を非表示とする第１領域と、前記第１画
像のうち前記所定部位以外の部位を表示対象とする第２領域と、を有し、
　前記表示制御手段は、前記画像表示手段にて前記変動演出画像と前記予告画像とによる
演出表示を実行する場合、前記変動演出画像の手前側に前記予告画像を配置して、前記変
動演出画像のうち前記第２領域と重なる部位および前記第１画像のうち前記所定部位を視
認不能とし、前記変動演出画像のうち前記第１領域と重なる部位および前記第１画像のう
ち前記所定部位以外の部位を視認可能に表示する
　ことを要旨とする。
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